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クラウド・1人1台端末が支える学習者主導の究極の授業 クラウド・1 人 1 台端末を活かした情報活用能力の育成

GIGAスクール時代の学びのデザイン 【小学校編】１人１台端末で学校が変わる！



◆授業以外の場面のお話
　・最初は『教える』→手放す
　・教師がクラウド時代の問題解決をする
　・その感覚を教室へ，子どもの学びへ持ち込む

◆授業場面のお話
　・まずは他者の活動を「必要であればいつでも見られる」状態へ
　・自分で学び方を選べた体験を
　　→「ずれ」ても大丈夫

お話のながれ



Classroomは教科（場面）ごとに作る

子どもたちの活動の場



給食当番の表をクラウド上に

これまでは教師が４月に作っていた



修学旅行のしおりの一部を担当する（使い方を教える）

教師と一緒に仕事をしてもらう



スキルを習得して、授業で活用する

学級経営等で、私たちは感覚的に指導してきた

レベル 状態 選択肢 選択の主体 教師の指導言
0 選択できない × 教師 このように取り組みましょう

1 選択肢が示され，友だちと
相談すればと選べる ◯ 教師・

　子ども（複）
この中から，友達と相談しな
がら選ぼう

2 選択肢が示され，１人で選
べる ◯ 教師・

　子ども（独） この中から自分で選ぼう

3 選択肢が示されなくても
，１人で選べる × 子ども（独） さぁ，どうぞ

4 何も言われなくても１人で
選べる（行動できる） × 子ども（独） …

楽 3月

4月大変



チャット上→友だちも見られる

計画

記録

児童A

c

チャット上に学習の計画を記す子は



スプレッドシートを活用する→友だちも見られる

みんなと同じである必要はありますか？家庭学習の振り返りをしたい子は



カレンダーも共有可能→友だちも見られる

c

カレンダーの一覧性を活用する子は
児童B



家でMeet自習室を開く→友だちとつながる

グループに入れない子がいてはいけませんか？１人で学習できない子は



子どもひとりひとりの実情に応じてつながる

小２

宿題をやらない子…？やれない子…？



提案文の構造を考えるために使用する

共同でも、参照できる状態でも



提案文の練習のために役割分担をする

ゆくゆくは１人で活動するために、他者の活動の様子を見る

(2)いつも手をきれいにする

　菌と関わらないようにする条件を満たす3つ目

は、いつも手をきれいにしておくことを提案する。

　これは、他の人との距離をとって、よく触れると

ころをアルコールなどで除菌したうえで、手をきれ

いにすることで、菌と関わらないようにできるとい

う理由からだ。

　いつも手をきれいにしておくと、万が一皮膚に菌

がついていた時に洗い流せるし、除菌したうえで

手をきれいにするとさらに皮膚や口、鼻から菌が

体内に入ってくることはなく毎日を安心して過ごす

ことができると考える。



◆教室で見られる内容や方法の選択のレベル

レベル 状態 選択肢 選択の主体 教師の指導言
0 選択できない × 教師 このように取り組みましょう

1 選択肢が示され，友だちと
相談すればと選べる ◯ 教師・

　子ども（複）
この中から，友達と相談しな
がら選ぼう

2 選択肢が示され，１人で選
べる ◯ 教師・

　子ども（独） この中から自分で選ぼう

3 選択肢が示されなくても
，１人で選べる × 子ども（独） さぁ，どうぞ

4 何も言われなくても１人で
選べる（行動できる） × 子ども（独） …

学級経営で子どもに任せていくことと同じ感覚で

徐々に選択できるように支援する



教師からの資料共有・子どもから課題提出の場

Classroomに学習に必要な情報を整理する



学習目標(めあて)

学習過程(ながれ) 学習方法(しかた)

学習内容(なかみ)

学習評価(ゴール)

準備：Classroomの基本的な構成

この投稿＋教師の説明→学び方を具体的に伝える

Classroomに示すこと①：学び方



何を・どんな方法で・どのように頑張ったのか

学びをポートフォリオに蓄積する
めあて

振り返り

取り組み



必要であればいつでも見られるように

ポートフォリオや活動の様子
活動の記録 活動の途中



教材研究の成果を『手渡す』イメージ

単元全体についての情報を示す



授業の導入：課題設定，学習計画

「なぜ・何を・どのように」学ぶのか

授業が始まると



授業の導入：課題設定，学習計画

他者のめあてを参照しながら決める

めあて（頑張りたいこと）を共有



将来、自分で選択するための準備・体験

何に学び方を残すかは自分で決める



授業の様子：どのように情報を収集するか

自分で決めた学び方についての意図や理由が重要

クラウドという場に支えられた教室は



教師の役割：教室を俯瞰して見る

1人1人の子どもに対して、願いをもつ



その子らしく学べているか？孤立していないか？

教師の役割：子どもひとりひとりを見る



自分で決めて学ぶ体験を支える１人１台端末・クラウド環境

授業の様子：学んだことをまとめ・表現する教師の役割：その子らしい学びを応援する


